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テーマ：大学キャンパス内の建築屋外空間における滞留行為について
①
研究背景：人は待ち合わせなどでどこかの場所に滞留する。また、休憩のため屋外の本来休憩を目的としない場所にも滞留する。後者の場合、何か快適性があるため滞留行為が誘発されているはずである。 しかし、これらの屋外空間は意図して作られた場所ではないことが多い。そこにどのような要因があるのか調査したいと思った。大学は駅やその他のオープンスペースを有する場所に比べ、建築屋外空間の割合が大きい。また、授業の空き時間など予定のない時間をつぶすことが滞留行為に繋がる可能性が高いと考え、キャンパスを対象とした。
研究目的：滞留行為と周辺環境や物的要因の関係を調査することで、キャンパスにおける意図された快適な屋外空間を計画することを目的とする。
②
研究の位置付け：既往研究では駅や水辺や公園など公のオープンスペースにおける滞留行為に関する研究が行われている。そのようなスペースでは様々な年齢層の滞留行為を行うため、特定の年齢層の滞留行為を観察できるとは限らない。そこで大学という場所に限定することで学生という特定の年齢層の滞留行為を研究する。
③
調査目的：人はどのような場所を好み滞留行為を行うのか、滞留行為と周辺環境、物理的要因などの関係性を明らかにすることを目的とする。
調査方法：立命館大学びわこ・くさつキャンパス内で滞留行為が行われている場所で、滞留行為の観察と、 滞留行為のおこる可能性のある場所を選定し、それぞれの場所で長時間、同一視点から写真撮影を行う。立命館大学びわこ・くさつキャンパスを選んだのは、理系・文系の学生がともに存在する総合大学で、学生数も多く、全国的に見て標準モデルになると考えたからである。
④
分析手法：撮影した写真をもとに、滞留行為の時間、滞留している人の数、時間帯などを記録する。さらにその場所における物理的要素、環境要素などから、共通の特徴あげ因子分析する。そうすることで、滞留行為の起こりやすい場所とそれらに共通する特徴を見出す。




